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藤 原 皓

黴 毒 血清反應 ノ主法 トシ テ約 二十年 來用 ヒラ レシモノハWassermann氏 反 雁 法 ナ レ

ド,設 備 ノ簡 單 ナ ラザル コ ト,反 應 ニ比較 的 長時 間 ヲ要 スル コ ト,檢 査 法複 雑 ニ シテ

充分 ナル技 術 上 ノ熟練 ヲ積 マザ レバ正 確 ナル成績 ヲ得 ザル コ ト等 ニ ヨ リ,斯 カル條 件

ヲ具備 セル特 別 ナル病 院組織 乃 至 專門 ノ檢 査 所 ヲ除 キテハ用 ヒ ラル ル トコ ロ少 ク,黴

毒診 斷上 ノ不 便 ハ醫家 ノ齊 シク痛 感 スル トコロナ リ.

最 近Sachs-Georgi, Bruck諸 氏 ノ法出 ヅル ニ至 リ,共 ニ手 法 ル簡 單 ナル點 ニ於 テ前

者 ニ優 ル ト モ,批 判 尚 ホ區 々タ リ.然 ル ニ幸 ヒ本 邦 ニ於 テモ大正11年 村 田氏 ガ 自己

ノ創 案 ニナル黴 毒 血清診 斷 法 ヲ發 表 サ レ,爾 來數 氏 ノ追 加研究 報 告 ヲ見 タ リ.余 亦 昨

年末 ヨリ同 法ノ實驗 研 究 ノ機會 ヲ得 タル ヲ以 テソノ成 績大 略 ハ大道 氏 ト共 ニ本 年(大

正14年)2月 岡 山署 學 會總 會及 ビ3月 名古屋 市 ニ於 ケル 日本 皮膚 科 學 會總會 ニ於 テ報

告 セ シガ,更 ニソ ノ詳細 及 ビ實驗 中氣 附 キタ ル二 三 ノ點 ニ關 シテ記 述 セン トスル モノ

ナ リ.

實 驗 成 績

本法 ハ既成試藥(「ヒヨレステリン」「アルコホール」溶液 ト牛心「エキス」トヲ一定度ノ比ニ ジタルモルニシテ

試藥原液 トシテ市場ニ販賣セヲル)ノ10倍 食鹽水溶液チ, 55℃.ニ30分 間加温非働性トナシタル可檢血清ニ重 ネ

接觸面ニ生メル白色ノ反應輪 ニヨリテ陽性,陰 性チ決定スルモノナリ.反 應決定ニ要スル時間 ハ40分 ナルモ強陽

性ニアリテハ僅々5分 ヲ出デズシテ既ニ反應チ知 リ得べク, 40分 ハ只陰性 ヲ決定スルニ要スル時間ニ過ギズ.

實驗セル血清 ハ總數743例 ニシテ當皮膚科教室ニ於テ採血セルモノノ全部及ピ院内他科,地 方醫家ヨリ依頼セ

ルモノノ大部分ヲ用ヒタリ.故 ニ本反應法 ニ於 テ困難トサルル溷濁血清,溶 血血清モ包含セルモノニシテ對照 ト

シテハ「ワ」氏法ヲ用ヒタリ.(但 シ表中〓ハ強陽性、〓 ハ中等度陽性, +ハ 弱陽性, ± ハ不完全陽性, -ハ 陰性

トス.)

第 一 表

(WハWassermann氏, Mハ 村 田氏 法 ヲ示 ス)

第 二 表

一 致 數694例=93 .4%
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乃チ反應ヲ細別スレバ第一表ノ如クナリ,陽性陰性ニ大別スレバ第二表ル如ク.陽 性陰 性 ヲ通 ジテ兩反

應 法 ル一致 セザ ル モノハ49例 ニ シテ,一 致 セル モ ノ694例 即 チ93.4%ニ 當 レリ.今 既

ニ發表 サ レタル 諸家 ノ成 績 ヲ見 ル ニ村 田氏7) 1016例96.7%更 ニ大 正14年2月9)發 表

ノモ ノハ1701例96.95%ナ リ.森 島 氏9)ハ213例9295%,上 森 氏1)ハ850例94.8%,

竹 内氏12) 388例96.9%等 ナ リ.之 等 諸報 告竝 ニ其 他 ノ文獻 ヲ總 括 スル ニ,兩 反 應 ガ90

%以 上 ニ於 テ一致 シ得 ル コ ト明 カ ナリ.「 ワ」氏反應 トノ比較 檢 査 ニ依 リテ新 シキ血清

反 應 法 ヲ評價 スル今 日,上 記 ル一致率 ヲ示 セル コ トハ當 該反 應 ガ既 ニ相 當 ノ價 値 ヲ有

セル コ トヲ示 セル モノ ト云 フ可 シ.然 レ ドモ單 ニ%ノ 高率 ナル ガ故 ノ ミヲ以 テ絶 對價

値 ヲ決 定 スル ハ早 計 ナ リ.蓋 シ高率 ノ一致 ヲ有 スル 事 ハ「ワ」氏法 ニ比較 シテ ソル反 應

ヲ評 價 スル標 準 トハ ナ リ得 ル モ,一 致低 キ事 必 ズ シモ ソ ノ反 應 ガ「フ」氏 法 ニ劣 レル 事

ヲ示 ス モ ノニ非ズ.元 來「ワ」氏 法 ソ レ自身 ニ於 テ絶 對完全 ナ リ ト云 ヒ難 ク,既 ニ知 ラ

レタル 如 ク,他 ノ疾病(癩,癌,「 マ ラ リヤ」等)ニ シテ陽性 ノ反應 ヲ表 ハ ス事 アル ベ

ク,況 ヤ技 術 ノ如何 ニ ヨリテ結 果 ニ或 程度 ノ差 ヲ生 ズル ヲヤ.

故 ニコノ間 ノ問題 ヲ決定スルハ不一致例 ノ箇 々ガ臨牀上 ノ所見,診 斷及 ビ既往症等

ト如何 ナル 關係 ヲ有 スル カニ依 ラズ ンバアラズ.

今 不 一.致例49例 ニ就 キテ之 ヲ見 ル ニ

1) 村田氏陽性
「ワ」氏陰性

　29例

病 歴 不 明　 13例黴
毒 治 療 中　 11例
混 合 性 下 疳　 3例
横 疲　 2例

2) 村田氏陽性
「フ」氏 ±

　9例 病 歴 不 明　 3例
黴 毒 治 療 中　 6例

3) 村田氏 ±
「ワ」氏陰性

　6例
病 歴 不 明　 4例
硬 性 下 疳　 1例
混 合 性 下 疳　 1例

4) 村田氏陰性
「ワ」氏陽性

　3例
座 瘡　 1例
急 性 濕 疹　 1例
潜伏黴毒(第二期)　 1例

5) 村田氏 ±
「ワ」氏陽性

　2例 何 レモ病歴不明

以上ノ中病歴不明ノモノノ大半ハ他 日リ送附ノモノニシテ溶血セルモノ多ク爲 ニ成績判讀ニ困難セルモル少カ

ヲズ.結 果ニ關 シデモ直チニ信ヲナク能 ハズト錐モ,又 一面ニ於テ斯 カル血清ノ多クハ黴毒ノ疑アルモノ或 ハ治

療中ノモノト見テ大過ナカヲン.

驅黴療法中ノモノハ他 ニテ治療 ヲ受 ケ當科 ニ來タ リテ治療 ノ斷續 ヲ乞 ビシモノ及 ビ

當科 ニ於 テ診斷 ナレ治療 ヲウケ ツツアル諸種ノ黴毒 ヲ意味 スル モノニ シテ勿論「ワ」氏

反應陽性 ナ ワシモノナ ワ.此 ノ點 ヲ知 リテ上記 ノ結果 ヲ見 レバ,驅 黴療 法中「ワ」氏陰

性 トナ リタル後 ニ於 テモ,村 田氏法依然陽性 ノ成績 ヲ示 セル ヲ知 ルべ シ.吾 人 ノ經驗
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セル所 ヲ以 テス レバ,驅 黴療法 ヲ「ワ」氏陰性 トナ リタル故 ヲ以 テ中止 セル場 合數箇月

後或ハ二三年 後ニ至 リ再 ビ「ワ」氏反應陽性 ヲ表 ハ、スモノアワ.乃 チ治療中一般 ニ行ハ

ルル陰性ハ直 チニ黴毒全治 ヲ意味スルモノ ニ非ズ,全 治迄 ニ要 スル治療期間及 ピ全治

(黴毒絶對陰性)ノ 判定 ニ關 シテ醫家齊 シク迷 フ所 タ リ.「 ワ」氏反應 モ血清量 ヲ増加 シ

テ檢査ス レバ幾分其度 ヲ刺知 シ得ベキモ,之 ヨリ鋭敏 ナル法 アラバ當然陽性 トナルベ

キモノナリ.然 ラバ「ワ」氏陰性後幾許 ノ治療期間 ヲ以 テ村 田氏注陰性 トナル ヤ,此 ノ

問題 ニ關 シテハ未 ダ充分ナル經 過ヲ知ル能 ハズ,蓋 シ患者 ノ多 クハ長時 日ノ經過ニ堪

ヘズ シテ「ワ」氏陰性 ヲ以 テ大半 治療 ヲ中止 スルニ ヨル.

コバ 點 ニ關 ス ル適 例 ノ二 三 ヲ擧 ゲ ン ニ, (W. R.ハ 「ワ」氏 反 應, M. R.ハ 村 田氏 反 應 ヲ意 味 ス.)

第 一例　 笹 野 ○ 好 ○,(第 三 期 潜 伏 黴 毒)28歳 ノ男 子 ニ シ テ5年 前 下疳 ニ罹 リ「サ ル ワ ル サ ン」4同 注 射 ヲウ ケ

タ リ ト云 フ.昨 年(大 正13年)11月 當 科 ニ於 テW. R. (+)ニ テ 「サ ルワ ル サ ン」2回 注射 ヲ受 ク タ ル.ママ 中止 セ

シガ,本 年2月 再 ピ當 科 ヲ訪 ネ血 清 檢 査 ノ結 果W. R.(±)M. R. (+)ノ 成 績 ヲ得 タ リ.依 リテ「ネ ナ.サ ル ワ ル サ

ン」(一 週 一囘)及 ピ「ナ ヂ サ ン」(一 過 約 二 囘)注 射 ヲ行 ヒ, 3月18日 ニ至 リW. R. (-)M. R. (+)(コ ノ間 「ネ ナ.

サ ルワ ル サ ン」2囘, 0.69.「 ナ ヂ サ ン」3回, 3.0cc.)越 エ テ4月6日 ニ至 リW. R.(-)M. R. (+)(コ ノ間 「ネ オ.

サ ル ワ ル サ ン」5回, 2.5g.「 ナヂ サ ン」9同, 9.0cc.)次 デ 同 注射2同 ニ シテ患 者再來 セ ズ.

第 ニ 例　 額 ○ 長,(横 痃)36歳 ノ男 子,本 年2月23日 當 科外 來 診 察 室 ヲ訪 フ, 20日 前 ヨ リ横 痃 ヲ發 シ, 2月5

日, 10日, 15日 ノ都 合3同,地 方 醫 ニ於 テ 「サ ル フ ルサ ン」注 射 ヲ受 ケ タ リ ト云 フ. W. R. (-) M. R. (+)ナ リ.

直 チ ニ驅 黴 象 法 ヲ始 メ3月6日 ニ至 リW. R. (-) M. R.(+)(コ ノ間 純 「ネ ナ,タ ン ワル サ ソ」2同, 0,6g.「 ス ビ

キ トー ル」5同, 9.5cc.)次 デ3月25日 ニ至 リW. R. M. R.共 ニ(-)ト ナ ル.

第 三 例 岩○ 某,(黴 毒性 薔 薇 疹)36歳 女,本 年1月30日 當 科 チ訪 フ.項,背 等 ニ黴 毒 性 薔 薇 疹 ヲ,腔 口右 側

ニ殆 ド治 癒 セ ル潰 瘍 ヲ有 ス. W. R. (〓),即 刻驅 黴 療 法 ニ移 リ, 3月23日W. R. (〓) M. R. (〓)ナ リ.越 エ ヲ4

月8日 ニ至 リW. R. (-) M. R. (〓)ノ 結 果 ヲ示 セ リ.(コ ノ間 始 メ ヨ リ純 「ネ オ.タ ンワ ルサ ン」8同, 3.09.「 ス ビ

キ トー ル」14同, 28.0cc.「 ナ ヂ サ ン」6同, 6.0cc.)次 デ4月29日 ニ至 リテW. R. (-) M. R.(±)(コ ノ 間 純 「ネ

オ.タ ン ワ ル サ ン」4囘, 1.69.)ヲ 示 セ リ.

第 四 例 大 ○ 軍 ○,(黴 毒 性 薔 薇 疹)21歳 男子, W. R.(〓)ナ リ シニ依 リ昨 年 日 リ驅 黴 療 法 ヲ行 ヘ ル モル ニ シ

テ,本 年1月7日W. R. (+) M. R.(〓)ナ リ シ ガ純 「ネ オ.タ ン ワ ル サ ン」1囘,「 ビ ス キ トー ル」6.0cc.注 射 ニ ヨ

リ1月16日 ニ ハW. R.(±)ト ナ リ シガM. R.依 然 ト シ デ(〓)ナ リ此 ル成 績 ヲ持 シテ1月28日 ニ及 ピW. R. (-)

 M. R.(+)(コ ノ間 純 「ネ オ.タ ン ワ ルサ ン」0.59.「 ビ ス キ トー ル」6.0cc.)以 後 此 ノ儘 ニ テ憂 化 セ ズ, 2月18日 ニ

至 リテM. R. (+)ナ ルモ 前 同 ニ比 シ反 應 稻 薄 弱 トナ リタ ル感 ア リ.コ ノ時 ヨ リ患 者 再 ビ來 ラ メ.

混 合性下疳 ト特 ニ指 シタル ハ初 診當 時檢 査 セル モ ノノ成 績 ニ シテ「ス ビロへー テ」ノ

證明セラ レタル例 ナリ.乃 チ初期黴毒 ニ於 テ「ワ」氏反應尚 ホ陰性時ニ村 田氏反應 陽性

ヲ示 セリ.勿 論時 日ノ關係 ニヨリ兩反應陽性 ニ出 デ,或 ハ全然陰性 ニ終 リタル例モ多

シ.

上記表中(4)ニ 掲 ゲタル村田氏陰性「ワ」氏陽性ノ一例第二期潜伏黴毒ハ初メ「ワ」氏反應檢査ノ結果(〓)ニ シテ
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爾來間歇的ニ「サルワルサン」十數囘,蒼 鹽劑約四十囘,其 他ノ有ラエル驅黴療法ヲ試 ミタルモ「ワ」氏法依然 トシ

テ中等度陽性ヲ示 シ,村 田氏法初メー囘ノミ(±)ニ シテ次囘 ヨリ全部陰性 ニ終 レルー例 ナリ.参 考 トシテ毎檢査

ノ度ニMeinicke氏 法及ビBruck氏 法 ヲ試 ミタルモ同標陰性 ノ結果 ヲ得タリ,即 チ殆 ド凡テノ33カ ナル驅黴療法

ニ反應セズ,他 ニ何等所見 ナク脊髄液ノ變化チ見ズ,唯 血液ノ「ワ」氏反應ノミ中等度陽性 ナルモノナリ.

尚 ホ本反應ハ續行中ナルヲ以テ後日再ピ報告ノ機 アルベキヲ信ズ.

働性及ピ非働性血清ノ比較

血清 ノ働 性,非 働性 ニ關 シ テハ 近來「ワ」氏反 應 ニ於 テモ働 性 血清 ノ簡 單 ニ シテ劣 ラ

ザル ヲ説 ク人 ア リ.村 田氏法 ニ於 テモ竹 内氏12)ハ 血清93例 ニ就 キ働 性,非 働性 ヲ比較

シ100%ノ 一致 ヲ得 タ リ ト報 告 シ,働 性 ハ非 働 性 ニ比 シ聊 カ反 應鈍 キ事 ヲ認 メ,コ ノ

反 應 度 ノ強 弱 ヲ熱度 ノ關係 ナ ラン ト附加 セ リ.村 田氏亦 非働 性 ニ テ陽性 ナ.ル血清 ガ働

性 ニ テ陰 性 ニ出 デタ ル一 例 ヲ報 告 セ リ.

余 ハ血 清160例 ニ就 キ兩 者 ノ比 較 ヲ見 タ ル ニ,働 性 ハ非 働 性 ヨ リモ反 應 弱 ク,陽 性

ニ於 テ後 者 ノ約80.3%ニ 相 當 セ ル ヲ認 メ タ リ.

非働性血清ガ働性ノソレニ比シ,化 學的ニ變化ノ起 レルハ別 トシデ, 55℃.ニ30分 加温ノ結果特ニソノ濃度ニ

於テ後者ヨリモ濃厚 トナルハ明カナリ,濃 度大 ナル方反應強 キハ推知シ得ベク,村 田氏法ノ如 ク試藥 ヲ接觸 セシ

ム,レ方注ニテハ兩液 ル混合ハ絶對禁物ニシデ,濃 度小トナラバ從ツテ流動性モ強 ク,兩 液ノ接觸層ノ擴大 スルハ

勿論,反 應ル薄弱 トナルハ理 ナリ.

此 ノ理由ノミヲ以テ全部 ヲ推斷スルハ當ラズト雖モ,又 斯ル關係 ヲ存スルニ非 ラザルカ,ソ ノ原理ノ如何 ハ暫

クオキ余ノ實驗ニ於 テハ非働性ノ方働性 ヨリ鋭敏度大ナリキ.

血球溶解 ヲ起 セル血清及 ビ溷濁 セル血清 ニ就 テ

村 田氏 反應 ニ於 テ最 モ不都 合 ヲ感 ズル モ ノハ溶血 或 ハ溷濁 セル血清 ニ シテ ソノ多 ク

ハ接觸 部 ニ於 テ漠然 タル 白層(眞 反 應層 ヨ リモ梢厚 シ)ヲ 現 ハスモ ノ ナ リ.斯 カル場合

コノ白層 中 ニ果 シテ弱 陽性 ノ眞 輪 ヲ含 ムヤ否 ヤ ヲ見 定 ムル コ トハ頗 ル 困難 ナ リ.此 ノ

點 ニ關 シ村 田氏7)ハ 眞 ノ反應 層 ハ接觸 面 ノ上,試 藥 ノ下 層 ニ生 ジ,僞 輪 ハ接 觸面 ノ下

血清 ノ上 層 ニ生 ズ.コ ノ點 ニ注 意 ス レバ多 クノ場 合鑑 別 ハ容 易 ニ シテ,若 シ決 定 セザ

ル 時 ハ純 「アル コホル」ニ10倍 量 ノ食 鹽 水 ヲ加 ヘタル モノ ヲソ ノ血清 ニ重 ネ同 様 ノ輪

層 ヲ生 ズル ヤ否 ヤ ヲ見 ルベ シ ト説 ケ リ.併 シ實 際上細 管 中 ニ於 テ幽 カニ現 ハル ル 自層

ガ果 シテ接觸 面 上 ニ存 スル ヤ否 ヤ ヲ決定 スル事 ハ蓋 シ難事 タル ペ ク,初 心 者 ニ トリテ

ハ 弱陽性 ト,此 ル溶血 及 ビ溷濁 ニ ヨ リテ起 ル接觸 部 ノ白層 トヲ見 誤 ル コ ト多 シ.同 様

ナル 白層ヲ 示 セル 二本 ノ試 驗管 ニ テー ハ「ワ」氏反 應弱 陽性,ー ハ陰性 ノ如 キハ往 々經

驗 スル所 ナ リ.

術 ホ溷 濁 ニ關 シ同 氏 ハ本 年名 古屋 ニ於 ケル 日本皮 膚 科學 會總 會ニ於 テ,溷 濁 セル場
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合 ハ血清 ヲ5倍 乃至10倍 ニ稀釋 シテ檢 ス レパ強 陽性 ノ反應 ハ充分讀 ミ得 ベシ ト述 べ

タ リ.余 亦,血 清溷濁 ノ檢査困難 ヨリ免 レ併 セタ微 量檢査 ノ目的 ヨリ稀繹法 ヲ試 ミシ

ガ,ソ ノ結果 ハ中等度陽性 以上 ニ適 シ,弱 陽性 ニハ反應 セザ リシヲ以 テ中等度 陽性以

上 ニラ必要 アハレ場 合ノ外 ハ中止セ リ.蓋 シ問題ハ弱陽性 ノ場合ニ多 ク強陽性 ノ場合 ハ

普通 ノ操作 ニクモ判讀 ニ困難 スル コ ト殆 ド稀 ナリ.血 清ハ檢査以前ニソノ陽陰 ヲ知ル

モノニ非 ラズ.上 記 ノ方法 ニヲ陰性 ニ出 デシ場合,ソ ノ血清ガ強陽性 ニ非 ラザル コ ト

ノミハ知 リ得ルモ果 シテ陰性 ナル ヤ陽性 ナル ヤハ依然 トシテ決定 セザル ナリ.故 ニ稀

釋法 ハ殆 ド無效 ト云 フーシ.然 ラバ血清 ノ溷濁,溶 血 ハ絶 對ニ免 レ難 キヤ,コ ハ當 然

起ル ーキ疑問 ナルべ シ.

村 田氏7)ハ 血清 溷濁 ヲ食 事 ニ歸 シ,採 血 ハ食 前 ヲ選 ブペ キ事 ヲ注 意 セ リ, Meinicke

氏法 ニ於 ケル佐 藤 氏 モ同機 ノ事 ヲ説 ケ リ.此 ノ問題 ニ關 シテハ更 ニ後述 ス べ シ.

溶 血 ノ ミハ採 血 時 ノ注 意 ニ ヨ リテ殆 ド免 レ得 べ シ.

即 チ採 血 ニ用 フ,レ注 射 器 ハ生 理 的 食鹽 水 ニ テ數 囘 清洗 シ,決 シ テ「ア ルコ ホ ー ル」,「 リソ ー ル」等 ノ 滑 毒 劑 ノ 血

中 ニ混 セ ザ 様 注 意シ,容 器 ハ清 洗 乾 燥 セ ルモ ノ ヲ用 フベ ク,採 血 後 ハ静 カ ニ放 置 ス ベ キ ナ リ.當 科 以 外 ヨ リ送

附 セ ル モノ ニ デ溶 血 セ ザル モ ノ殆 ド稀 ナ リ.後 當 大 學他 科 ニ テ承 合 セ シニ,ソ ノ多 ク ハ採 血時 注 射 器 チ 「ア ル コ

ホー ル」 ニ デ消 毒 セ シモ ノ ナ サキ.

「ソ」氏 反應 チ依頼 ス ル上 ニ モ,村 田 氏法 ヲ自 ラ行 フニ 當 リテ充 分注 意 チ要 ス ベキ コ トナ リ.

血清溷濁 ト食事 トノ關係

血 清溷濁 ハ食 後乳糜 ガ血 中 ニ移 行 スル ニ因 ハレヤ否 ヤニ就 キ實 驗 ヲ行 ヒタ ル モ ノ ヲ次

ニ掲 グ ベシ.實 驗 例僅 少 ニ シテ未 ダ何 等 ノ結 論 ヲ得 ザル モ,少 ク トモ凡 テノ血 清 ガ食

事 呂 ヨリ溷 濁 スル モノ トハ考 ヘ ラ レザノレヲ知 ノレベ シ.

(a)
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(b)

即 チ食事 ニ關 係 セ シ ト思 ハルル モルハ只(b)ル 一例(安 ○)ア ルル ミ.他 ハ食事 ト

關係 アル ヲ判 然 ト示 ス程 度 ルモ ノ ニ非 ズ.却 テ反 對ニ食 前 ヨ リ多少溷 濁 セル モ ル ニテ

食 後1時 間, 2時 間 ニ至 リ全 然清澄 トナ レレモ ノ ア リ.之 等 ル問題 ニ關 シテハ尚 ホ斷

續 研究 中 ニ屬 スル ヲ以 タ,只 單 ニ實驗 帳告 ニ止 メ,詳 細 ハ更 ニ後 日發 表 ノ機 會 アル ー

シ.

結 論

以上 ル諸點 ヨリ考察 スル ニ村 田氏 法 ハ

1)余 ノ經 驗 ニ ヨ レバ93.4%ニ 於 テ「フ」氏 法 ト一致 ス.

2)「 ワ」氏 法 ヨ リ黴 毒 早期 診斷 ニ於 テ優 ル コ トア リ.

3)驅 黴療 法 中「フ」氏 法 ヨ リ遲 レテ陰 性 トナル.即 チ「ワ」氏 法 トノ不 一致 例 中,驅

黴 療 法 ニ資 ス ル コ ト大 ナル モル ア リ.

4)非 働性血清ハ働性ルソ レヨリモ鋭敏 ナリ.

5)溷 濁,溶 血 ヲ起 セル場合ハ弱陽性 ノ判定ニ困難 スル コ ト多 シ.

6)村 田氏法ガ陽性 ナル場合ハ之 ヲ信 ジ得ルモ以上 ル缺點 モアリ,脊 髄液 ニ對 スル

反 應不 充分 ナル コ トモ ア リ,眞 ノ黴毒 血清反應 ニハ少 ク トモ尚 ホ「フ」氏 法 ト共 ニ之 ヲ

竝 ビ試 ムル ノ要 アル ベ シ.

終ニ臨 ミ此ノ簡單ナル方法 テ考案 セヲソタル村田氏 ニ對 吾人 ハ深 ク敬意ヲ表 シ併 セテ今後ル御研究ヲ糞 フモ

ルナリ.(大 正14年4月20日 原稿受領)
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Kurze Inhaltsangabe.

Ueber die Muratasche Methode fur die Serodiagnostik 

der Syphilis.

Von Akira Fujihara.

Plus der dermatologischen Universitatsklinik au Okayama (Vorstand: Prof. S. Mnami).

Murata hat seine einfache Methode fur die Serodiagnose der Syphilis schon 

mehrmals mitgeteilt (Japan. Zeitschr. f. Dermat. u. Syphilis. Bd. 22 H. 11, Bd. 23 H.
 6, Zentralbl. f. Haut- u. Geschlechtskrankh. Bd. 9, S. 133 usw.).

Ich babe these Methode in 743 Fallen gepiuft u. die Uebereinstimmung in 694 

(93,4%) mit WR. gefunden. Die Muratasche Methode fallt beim seronegativen pri
maren Stadium und in der negativen Zeit von WR. nach der antisyphilitischen Be

handlung oft positiv aus; also scheint sie empfindlicher als WR. zu rein. Sic reagiert 

besser im inaktiven Serum als im aktiven. Doch ist sie sowohl im haniolytischen als 

auch im getrubten Serum vom schwach positiven Blut schwer ablesbar, wenn sic auch 

dabei im stark positiven Serum leicht verstandlich ist. Ich bin uberzeugt davon, dass 

sic einfache u. gute Methode ist und der WR. gute Beihilfe leisten kann.

(Autoreferat.) (Eingegangen am 20. April 1925.)
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